
 
【報告】第２回定例研究会を開催しました 

わが国では２０２５年（平成３７年）を目途に高

齢者の尊厳の保持と自立生活の支援の目的のもとで、

可能な限り住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人

生の最期まで続けることができるよう、「地域包括ケ

アシステム」の構築が取り組まれています。 
２０１６年９月２４日（土）北星学園大学を会場

に開催された第２回定例研究会では、有限会社アッ

ト（石狩市）代表取締役 運上 昌洋氏に話題提供

頂きました。今回の定例研究会では、18 名の会員諸

氏の参加のもと、「石狩のネットワークで作り上げる  
閉院跡地を活用したいしかり地域交流プラザあい

まちの設立による＜いしかりあいまち地域共生モデ

ル＞」のテーマのもと、運上氏の建築士として仕事

を始めた経緯をふくめ、福祉の分野に関わり、住宅

改修や福祉用具の取り扱いから、地域にないサービ

スを創り出してきた実践事例を紹介いただきました。

活発な議論の後はいつもの地域食堂ボスコでさらな

る意見交換をおこないました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年度全道研究大会の開催について 

２０１６年１１月１２日（土）、北海道地域福祉学

会全道研究大会を北星学園大学にて開催いたします。  
本年度は、特定非営利活動法人 地域福祉サポー

トちたの代表理事である岡本一美氏による基調講演

「０歳から１００歳の“ちた型”地域包括ケアの取

り組み〜地域包括ケアを軸とした地域福祉のまちづ

くりを目指して 〜」と、シンポジウム『地域福祉に

おける多職種連携〜地域包括ケア構築に向けた実践

を通して〜』では３名のシンポジスト（兼松亜都子

氏：京極町地域包括支援センター係長）、運上昌洋

氏：有限会社アット代表取締役、篠原辰二氏（一般

社団法人ウェルビーデザイン理事長））による報告と

岡本氏をコーディネーターとした質疑を予定してお

ります。詳しいスケジュール等は下記をご参照下さ

い。 
自由研究報告・実践研究報告のタイトルの申請締

め切りは１０月２４日（月）、参加申し込み締め切り

は１１月７日（月）となっております。皆さまどう

ぞふるってご参加下さいますようお願い申し上げま

す。 
【スケジュール】 
９：３０  受付 

１０：００   自由研究発表・実践報告発表 
１２：００ 昼食・休憩 
１３：００  開会・基調講演「０歳から１００歳の

“ちた型”地域包括ケアの取り組み〜

地域包括ケアを軸とした地域福祉のま

ちづくりを目指して 〜」 
１４：３０  休 憩 
１４：４０  シンポジウム『地域福祉における多職

種連携〜地域包括ケア構築に向けた実

践を通して〜』 

１６：３０ 閉 会 
１７：１５ 交流会 
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【本の紹介】『廃校＋』 

近年、少子化の進行に伴い全国各地で廃校の話題

が都市部、過疎地域に関係なく広がっています。廃

校跡の活用にはどんなアイデアが登場しているのか、

どんな地域課題の解決に取り組んでいるのかについ

て、このたび地域福祉研究者として編集企画に全面

的に関わり、『廃校＋』という冊子を発行しました。

廃校数の全国的な推移や活用の実際、制度の活用策、

および廃校を地域福祉活動の拠点として活用してい

る全国各地の事例が紹介されています。道内の廃校

事例については、杉岡と畠山が現地取材をおこない、

執筆を担当しました。具体的には、社会福祉法人北

海長正会の「北広島団地地域サポートセンターとも

に」、社会福祉法人古平福祉会の「古平町高齢者複合

施設ほほえみくらす」、特定非営利活動法人絆の里し

もさほろの「小規模多機能型居宅介護支援事業所さ

くらさくら」の事例等を紹介しています。 

 発行は、２０１５年１０月『ふんとす』第８９号、

価格は１，０８０円です。詳細は、特定非営利活動

法人全国コミュニティライフサポートセンターホー

ムページhttp://www.clc-japan.com/をご覧ください。

なお、全道研究大会でも紹介予定です。       

（杉岡直人、畠山明子） 
                                     

▶ 事務局より 
☑北海道地域福祉研究第１９巻の発行について 

 ２０１４年度よりホームページ上に掲載されるこ

ととなりました北海道地域福祉研究第１９巻が北海

道地域福祉学会のホームページに公開されました。

ご投稿いただいた会員の皆さまはじめ関係者の方々

には大変ご迷惑をおかけいたしましたことを改めて

お詫び申し上げます。今回は研究論文１１本、実践

レポート１本が掲載されております。 
是非今後の研究、実践活動にお役立ていただけま

すよう、ご報告申し上げます。 

☑会員状況（２０１６年１０月 日まで） 

【新規入会（敬称略、入会順）】なし 
現会員数：１３０名 

☑業務委託や講師等の派遣調整を行います 

本学会では、学会役員及び会員の研究活動を社会 

還元するため、各種の業務委託や講師派遣等を実施

しています。 事務局において調整やご相談に応じて

おりますので、各方面への周知協力並びに事業への

ご協力をお願いいたします。 

 ２０１５年度には、北海道社会福祉協議会が主催

する「ボランティア担当市区町村社協向け相談会」

（全３回）に対し、アドバイザーを派遣しています。 

☑学会費の納入をお願いします 

学会規約に基づき会費は年額５，０００円、会費

を２年以上滞納した会員は理事会にて退会したとみ

なすことができると定められておりますが、より多

くの会員の皆様と共に北海道の地域福祉研究を推進

するため、会費の納入にご協力をお願いいたします。  
ご連絡がない状態が続きますと退会となり、再び

会員登録を行う際には未納分の納入をご依頼するこ

ととなりますので、ご注意願います。 

☑会員情報の変更をご連絡ください 

勤務先や所属先、役職等、会員情報登録に変更が

あった場合は、事務局にご連絡をお願いいたします。

会員情報の変更用紙は学会ホームページよりダウン

ロードが可能です。 

☑２０１６年度学会行事予定 

 全道研究大会   １１月１２日（土） 

 第３回定例研究会  ２月１８日（土） 
 
□事務局（事務局員：篠原・佐藤・畠山） 
〒004-0022 札幌市厚別区厚別南２丁目７－２８ 

一般社団法人 Wellbe Design 内 
ＴＥＬ：０１１－８０１－７４５０ 
ＦＡＸ：０１１－８０１－７４５１ 
Ｅメール：info@hacd.jp 
URL：http://www.hacd.jp 

http://www.clc-japan.com/
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